
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
次
の
よ
う
な

事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

・
地
区
住
民
が
集
う
中
田
夏
ま
つ
り
の
開
催
支
援

・
文
化
遺
産
で
あ
る
八
十
八
カ
所
霊
園
の
整
備
事
業

・
高
齢
者
福
祉
事
業
と
し
て
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
利
用
料
金
補
助

・
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
お
花
見
交
流
会
で
の

抽
選
会
景
品
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

こ
の
よ
う
な
寄
附
金
の
活
用
は
「
祭
り
・
文
化
・

福
祉
」
に
加
え
「
伝
統
文
化
の
継
承
」
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

２０２６年（令和８年）１月１日発行あすなろ新聞― 第５３号―

【 中田の人口 】
人口186人
（男 86人）
（女 100人）
世帯数112戸
高齢者143人
（65歳以上）
高 齢 化 率

76.88％
令和７年11月末

第５３号
お問い合わせ先
中田地区振興会
新和町中田2270-5

0969-46-2447

新
年
の
ご
挨
拶会

長

平
野
照
幸

【 中田地区振興会HP】

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
田
地
区
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、
地
域
の
人
口
減

少
が
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
地
区
振

興
会
が
主
催
す
る
各
種
行
事
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
者
も
年
々
減

少
し
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
なっ
て
き
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

に
お
い
て
、
件
数
・
金
額
と
も
に
過
去
最
高
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
支
援
く
だ
さっ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
貴
重
な
ご
寄
附
は
、
地
区
振
興
会
の
各
種
事
業
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
地
域
の
皆
さ
ま
が
よ
り
積
極
的
に
地
域
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
「
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
や
、
「
抽
選
会
事
業
」
な

ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
の
移
動
手
段
を
支
え
る
「

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
に
つ
い
て
も
、
運
賃
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
、
高

齢
者
の
皆
さ
ま
を
中
心
に
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
に
は
、
活
動
助
成
金
を
交
付
し
、
そ
の
一
環
と

し
て
「
バ
ラ
モ
ン
凧
」
を
制
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
推
進
活
動
に
も
一
役
買っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
知
恵
と
技
が
詰
まっ
た
温
か
み
の
あ
る
取
り
組
み
に
、
改
め
て
敬

意
を
表
し
ま
す
。

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
、
豊
か
で
誇
り
あ
る
中
田
地
区
の
実
現
に
向
け
て
、

地
区
振
興
会
役
員
一
同
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年

元
旦

中
田
地
区
振
興
会

会
長

平
野
照
幸

一
昨
年
よ
り
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
推
進
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、

研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
親
族
や
友
人

へ
の
働
き
か
け
を
通
じ
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
と
し
て
寄
附

件
数
・
寄
附
金
額
と
も
に
過
去
最
高
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。
「
縁
故

の
力
で
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
」
を
合
言
葉
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
な
り
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
地
域
の
絆
の
強
さ

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

AI

ポ
ピ
ー
ク
ラ
ブ
（
須
山
隆
子
会
長
）
の

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
竹
本
二
三

四
氏
の
ご
指
導
の
も
と
ミ
ニ
バ
ラ
モ
ン
凧

を
作
成
し
、
お
礼
状
と
と
も
に
寄
附
者
へ

送
付
い
た
し
ま
し
た
。
寄
附
者
か
ら
は
温

か
い
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
地
域
の
伝

統
文
化
を
通
じ
た
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
寄
附
を
通
じ
て
ご
支
援
い
た

だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
が
地
域
の
未

来
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
寄
附
金
が
過
去
最
高
額
を
達
成

で
き
た
の
は
、
地
域
の
皆
様
一
人
ひ
と
り

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

親
族
や
友
人
へ
の
働
き
か
け
、
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
、
皆
様
の
力
が
大
き
な
原

動
力
と
な
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
成
果
を
一
過
性
の
も
の

と
せ
ず
、
今
後
も
地
域
の
絆
を
さ
ら
に
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
寄
附
金
を

活
用
し
た
事
業
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
の

誇
り
を
未
来
へ
残
し
て
い
く
決
意
で
す
。

地
域
の
未
来
を
支
え
る
の
は
、
皆
様
の

思
い
と
行
動
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
歩

み
築
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

【ミニバラモン凧】

AI

★
寄
附
金
の
活
用
先

★
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
支
援
と
協
力

★
地
域
の
皆
様
へ
の

お
礼
と
今
後
の
展
望



恒例の「中田夏まつり」が8月14日(木)、中田地区グラウンドで開催され、約600人の来場
者で賑わいました。昨年を上回る参加者数となり、地域の活気と結束を改めて示す一日とな
りました。

午後7時の開幕と同時に、子どもたちによる「ラムネ早飲み大会」がスタート。続いて今年
初めて企画された「子ども限定お菓子投げ大会」では、お菓子やおもちゃが宙を舞い、歓声
が響き渡りました。また、大人向けには「ビール早飲み大会」が行われ、ストローを使用し
て飲むユーモラスな挑戦に会場は笑いに包まれました。子どもから大人まで幅広い世代が楽
しめる催しとなりました。

ステージでは、地元バンド「菜の花デンチャーズ」や市役所の「本渡ハイヤチーム」が出
演。さらにカラオケ大会では、地元参加者の熱唱に大きな声援が送られました。音楽と笑顔
が絶えない時間が続き、観客の心を一つにしました。

恒例のお楽しみ抽選会では豪華賞品が用意され、その後は「大もち投げ大会」でフィナー
レを迎えました。ステージ側と後方から「500円入りの福もち５０個!」を含む2000個以上
のもちが投げられ、子どもから高齢者までが一斉に手を伸ばす光景は、地域の一体感を象徴
する圧巻の場面となりました。

当日は朝から役員や地区住民の有志が協力し、会場設営や出店準備に汗を流しました。露
店は完売するほどの盛況ぶりで、参加者からは「地域の温かさを感じられる祭りだった」と
の声が多く寄せられました。準備から片付けまで支えた住民の尽力が、「中田夏まつり」の
成功を地域の力で支えています。

― 第５３号― あすなろ新聞 ２０２６年（令和８年）１月１日発行

説明文を入れてください。説明文を入れてください。

子どもから高齢者まで４00人が参加
～笑顔あふれる一日～

新和まちづくり協議会主催の「みんなのスポー
ツ大会」が10月12日(日)、新和町民グラウンド
を主会場に開催された。スポーツの日にちなみ、
町民の親睦と融和、そして健康づくりを目的に隔
年で行われている。この大会には、子どもから高
齢者まで町内各地区から約４００人、グラウンド
ゴルフ６０チーム、モルック１４チームが熱い戦
いを繰り広げました。

競技は、子どもたちはモルック、大人はグラウ
ンドゴルフに挑戦。中田地区からは村中区、東区、

西区が各チームに分かれ、計４０名が参加した。
グラウンドゴルフに臨んだ高齢者は「健康のため
にも続けたい。若い人と一緒にできるのがうれし
い」と語った。

閉会式では成績上位者に加え、ホールインワン
賞や最高齢者への表彰が行われ、会場は大きな拍
手に包まれた。最高齢で参加した男性は「まだま
だ若い人には負けられません」とユーモアを交え
て話し、会場を沸かせた。

最後に平野副会⾧が「スポーツを通じて町民の
絆が深まった。次回も多くの参加を期待していま
す」と閉式のあいさつを述べ、大会は盛況のうち
に幕を閉じた。終始にぎやかで、笑顔が絶えない
一日となった。

【 ラムネの早飲み大会 】

【菜の花デンチャーズの演奏】

【 お菓子投げ大会(*^-^*) 】

【市役所本渡ハイヤチームの演舞】 【もち投げ大会で盛り上がりました！】

【カラオケ大会！
親子で熱唱(*^_^*)】



２０２６年（令和８年）１月１日発行あすなろ新聞― 第５３号―

★笑顔と歓声に包まれる★
「女性交流会・女性だけのグラウンドゴルフ大会」が11月2日(日)、中田地区グラウンドで行われまし

た。準備や審判は男性陣が担当し、女性への敬意と日頃の感謝を込めた催しとなりました。
参加者は和やかな雰囲気の中、真剣にクラブを振り、ホールインワンを狙ってプレー。仲間同士で声

を掛け合い、笑顔と歓声が絶えませんでした。普段は家庭で忙しい主婦の皆さんも、この日は思い切り
競技に集中し、日頃のストレスを発散する場となりました。

競技途中には「中田えびす祭り」のもち投げに参加。選手たちは一斉にもち拾いに夢中になり、えび
す祭りは笑い声と熱気に包まれました。地域行事と大会が一体となり、さらに盛り上がりを見せました。

閉会式では成績上位者やホールインワン賞が表彰され、健闘を称えました。最後は恒例のお楽しみ抽
選会は急遽ジャンケン大会となり大歓声。景品を手にした参加者の笑顔が印象的でした。

女性同士の親睦を深め、楽しいひと時となった本大会。参加者からは「ぜひ今後も続けてほしい」と
の声が多く寄せられ、地域の交流を育み絆を深める大会行事として今後の継続が期待されています。

説明文を入れてください。説明文を入れてください。

編集者より
ひとこと

【 優勝おめでとうございます！】【えびす祭りの餅投げにも参加！】

「老後の財産管理」 高齢化社会に備えた実践的学び
中田地区振興会主催・新和公民館共催による福祉講

座が9月12日(金)、中田地区コミュ二ティセンターで
開催された。

開会式では岡本環境福祉部会⾧が「高齢化が進む中
田地区において、財産管理は安心した暮らしの基盤と
なる」と挨拶。続いて吉岡公民館⾧が「地域全体で学
び合い、支え合うことが大切」と述べ、講座の意義を
強調した。

講師には行政書士の羽田豊光氏を迎え、「老後の財
産管理」をテーマに具体的な解説が行われた。羽田氏
は「相続は突然訪れるもの。準備をしていないと、家
族に大きな負担がかかります」と指摘。さらに遺言状
について「自筆証書遺言、公正証書遺言、秘密証書遺
言の三種類があり、特に公正証書遺言は法的に確実性
が高く、安心して残せる方法です」と説明した。また、
行政書士へ依頼する必要経費についても触れ、「費用
は内容によって異なりますが、安心を得るための投資
と考えていただきたい」と語った。参加者からは「遺
言状の種類を初めて知った」といった声が寄せられ、
講座の有意義さがうかがえた。

閉会にあたり、平野振興会⾧は「相続や財産管理は
誰もが直面する課題。本日の講座で学んだ知識を今後
の安心した老後の暮しにつなげたい」と謝辞を述べ、
講座を締めくくった。

「しんわ楊貴妃祭り」が11月23日(日)、新和
支所周辺で開催されました。中田地区振興会
では毎年鶏の唐揚げを作り販売しています。

役員の方も朝早くから、片栗粉をまぶした
り油で揚げてパックに詰めたりと、休む暇な
く動かれていました。

昨年より10kg増やして70kg仕入れていた
鶏肉が、おかげさまで昼過ぎには完売しまし
た。「美味しかったよ～」や「また買いにき
たよ!」との声を聞けて役員も満足した笑顔
をうかべていました(*^_^*)

【唐揚げ作り準備中様子】

【 大繁盛でした(*^-^*) 】

【ジャンケン大会も
盛り上がりました(*^_^*)】

１

位

吉
川

榮
子

様

2

位

池
田

邦
子

様

3

位

吉
永
百
合
子

様

ブ
ー
ビ
ー
賞大

堂

純
子

様

会
長
賞

蓑
田
ち
づ
る

様

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

竹
本

美
雪

様

斎
藤

朗
子

様

吉
永
百
合
子

様

み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

個
人
表
彰



中田地区出身の岡本法人さんが、
日本代表として「第1回ドローンサ
ッカーワールドカップ」に出場し、
見事金メダルを獲得しました。大会
は9月25日から27日まで、ドローン
サッカー発祥の地・韓国で開催され
世界32の国から2,500人以上の選手
が参加しました。

日本チームは国別対抗戦クラス20
（機体のドローンボール直径20cm）

に出場し、決勝戦では韓国との接戦
を19-18で制して世界一に!さらにクラブチーム対抗戦で
は、岡本さんが所属する「AUTOBACS SEVEN WORKS」
が準優勝を果たしました。岡本さんは金・銀のメダルを手
に帰国し、地域の誇りとなっています。岡本さんは「次回
はクラス40で挑戦したい」と意気込みを語っており、今後
の活躍がますます楽しみです。

２０２６年（令和８年）１月１日発行あすなろ新聞― 第５３号―

編集者より
ひとこと

監督：無田保幸（活動交流部会⾧）
１区：岡本愛月 ２区：岡本蓮音・登 哲雄
３区：安村祐樹(ひのわ) ４区：浦部太一・橋本友行
５区：橋本透磨 ６区：西富三千男 ７区：山田喜昭
補欠：西富心咲
新和町民ｾﾝﾀｰ(ｽﾀｰﾄ)⇒川端屋運送⇒～諏訪を通り～
三浦板金⇒川端屋運送～周回(3周)⇒町民ｾﾝﾀｰ(ゴール)

なんと、今年は第60回記念大会、これを祝して特別ゲス
トをお呼びしてあります。選手一同、力いっぱい走ります。
沿道からの応援よろしくお願いします!

当日は役員の皆様のご協力をお願いします。

お
知
ら
せ

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
お
礼
】

竹
内

嗣
人

様
（
埼
玉
県
）

時
久

良
文

様
（
大
阪
府
）

蓑
田

充

様
（
熊
本
県
）

竹
本

和
輝

様
（
熊
本
県
）

山
本

崇
弘

様
（
愛
知
県
）

竹
本

圭
吾

様
（
熊
本
県
）

田
中

裕
士

様
（
千
葉
県
）

他

匿
名
希
望
の
方

中
田
地
区
振
興
会
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
芳
志
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
中
田
地
区
の
為
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
1
月
～
12
月
23
日
ま
で
受
付
分

寄
附
金
総
額

七
十
九
万
三
千
円

中
田
地
区
振
興
会
へ
の
交
付
額

三
十
九
万
六
千
五
百
円

合
計
件
数
25
件

☆
編
集
後
記
☆

昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

予
定
さ
れ
た
行
事
等
を
無
事
行
う
事
が
出

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

振
興
会

事
務
局
浦
部

中田ポピークラブ
会⾧の須山隆子さん
が熊本県老人クラブ
連合会より表彰され
ました。

昨年度、新たに老
人会を立ち上げられ、
会員の加入促進に大
きく貢献され、また、
地域の皆様と力を合わせ魅力ある活動
にも積極的に取り組まれています。そ
の功績が顕著であると認められて今回
の受賞となりました。須山さんは「こ
れは会員の皆さんでいただいた賞で
す。」と喜びを語られています。
おめでとうございます(*^_^*)

民生委員の交替のお知らせ
任期満了に伴い、昨年１２月１日付

けで新期に民生委員が選任されました。
東区・港区担当 :平木有人(再任)
村中区・西区担当:平野潮美(新任)
⾧年にわたりご尽力いただきました退
任の委員に、心より感謝申し上げます。

今年も恒例の新和地区駅伝大会が、1月11日(日)午前9時
30分に町民センターをスタート・ゴールとして開催されま
す。私たち中田地区振興会チームから、有志11名が元気
いっぱい参加します。

★今後の行事予定★
１月 10日(土)
⿁火焼き準備(午前9時～)
１月 11日(日)
新和地区駅伝大会(午前)
⿁火焼き(午後2時点火)
バラモン凧あげ大会
３月下旬
中田八十八ｹ所ウォーク
お花見交流会

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

7
月
20
日(

日)

、
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
、
約
30

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
地
域
の
美
化
活
動

に
励
み
、
入
江
公
園
・
中
田

港
・
親
崎
海
岸
は
綺
麗
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
か

ら
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対

象
と
な
り
、
作
業
終
了
後
に

は
の
さ
り
ー
ポ
イ
ン
ト
や
抽

選
会
応
募
券
へ
の
押
印
を
取

得
し
ま
し
た
。
次
回
は
ぜ
ひ

と
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
参

加
・
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。


